
『 小さなサンと天の 竜 』
ちい てん りゅう

チェン・ジャンホン／作・絵 平岡 敦 ／訳 徳間書店
さく え ひらおかあつし やく と く ましょてん

じぶんたちを くるしめる、じゃまな 岩山を 動かしたい！
いわやま うご

サンは ひとりで 山と たたかうことにしました。そんな ある日、
やま ひ

ふしぎな キノコと 仙人が あらわれて……
せんにん

『 アマミホシゾラフグ 海のミステリーサークルのなぞ 』
うみ

江口絵里／ぶん 大方洋二／しゃしん 友永たろ／え ほるぷ出版
え ぐ ち え り おおかたよ う じ ともなが しゅっぱん

海の底のミステリーサークル！これは……なに！？なんと
うみ そこ

わずか１０ ｃ ｍ ほどの小さな魚、この新種のフグがつくった
センチメートル ちい さかな しんしゅ

のです。なぜ、どうやってつくったのでしょう。

『 トンチンさんは そばにいる 』

さえぐさひろこ／作 ほりかわりまこ／絵 童心社
さく え どうしんしゃ

ゆうくんは、かみなりがやって来るのがわかったり、毛虫がおちて
く け む し

くるのをあてたりする、ふしぎな男の子。「なんでわかるの？」って
おとこ こ

聞いたら、「トンチンさんがおしえてくれる」んだって！
き

『 おおどろぼう ヌスート 』 高 畠じゅん子／作 高 畠 純 ／絵 ほるぷ出 版
たかばたけ こ さく たかばたけじゅん え しゅっぱん

ヌスートは、ねらった ものは なんでも てに いれる どろぼう。あるひ、

おうさまから「わしの たからを ぬすんでみよ。しょうぶだ!」という

てがみが とどきました。ところで、「たから」って なに？

『 駅 鈴 』 久保田香里／著 くもん出版
はゆまのすず

く ぼ た か お り ちょ しゅっぱん

奈良時代、重大な知らせは使者が駅家から駅家へと馬をのりついで
な ら じ だ い じゅうだい し し し ゃ う ま や う ま や うま

伝えました。近江国（今の滋賀県）・篠原駅家で、小里は女の子でしたが、
つた おうみのくに いま し が け ん しのはらのう ま や こ ざ と おんな こ

いつか駅 長になる夢を持っていました。
うまやのおさ ゆめ も

こたえは、うらがわだよ♪
『おかあさんとなぞなぞようちえん』本間正夫／作 大河原一樹／絵 (高橋書店）より

②たいようを かくせる

むしは なあに？

③ひとの ものを こっそりと

とってしまう ぼうは なあに？

①ながーい くびで なんでも

すいこんじゃう ものは なあに？


